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Abstract
In order to acquire the knowledge and skills needed to solve problems and questions arising 
from the real world and in real life through the general studies classes, a programming mind needs 
to be fostered through explorative learning activities, which include information gathering, anal-
ysis and dissemination. However, in small schools in mountainous and remote areas, the relation-
ships tend to be fixed, and there are few opportunities enabling students to receive feedback on 
their opinions and thoughts, and moreover, there is an additional problem in that it is difficult to 
implement learning activities through the cooperation of experts and learning facilities outside of 
the school. In order to resolve this problem, distance education using a video conference system 
has attracted interest, but there are few opportunities for undergraduate teacher training students, 
who will be responsible for teaching in these remote areas in the future to undergo distance edu-
cation, and therefore, there is room for discussion on what kind of teaching skills for ICT use 
should be fostered, which contribute to distance education, through the use of on-the-job training.
Therefore, in this research, we attempted to shape the competence that contributes to the dis-
tance education of undergraduate teacher training students through remote support for program-
ming education in general studies classes that use ICT, targeting small schools in mountainous and 
remote areas. As a result of analyzing the opinions of students who provided distance support 
from the site of a university campus away from the small schools, it became clear that the under-
graduate students were able to experience for themselves that (1) children are able to work on the 
explorative learning activities required for the general studies classes by receiving remote support 
from experts who are far away using ICT such as a video conference system, and (2) it is possible 
to understand the characteristics of ICT and acquire knowledge and skills to realize distance ed-
ucation through effective use of ICT via the experience of teacher-assisted distance education 
using a video conference system and programming educational teaching materials. It therefore 
appears useful for undergraduate students, who will be responsible for teaching in remote areas in 
the future, to acquire practical teaching skills through such experiences while they are still stu-
dents, and it appears that on-the-job training is one effective means of improving their teaching 
skills.
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1．はじめに
（1）教員養成学部生の遠隔教育に資する実践的指導力の育成
「職場での学び」（OJT：On the Job Training）による教員の力量形成のあり方は研究課題のひと
つとされている。その観点のひとつに，「「反省的実践家」論に代表的な，省察を介して教員一人
ひとりに自己の指導力の向上をめざすことを期待する「自己学習」の観点」（臼井，2016）があげ
られる。例えば，清水ら（2010）は，教員の ICT（Information & Communication Technology）活
用指導力の向上を目指し，自己研修や校内研修などの場面で利用するためのビデオ・モジュール
や FAQ などを提供する研修システムを開発し，教育委員会から高い評価が得られたことを明ら
かにした。また，教員養成という観点では，ICT 支援員として子ども達の学習活動を支援したり
（森下，2015）教育実習で ICT 活用授業を必ず 1 回以上行うことによって，教員養成学部生の
ICT 活用指導力の向上に効果があることが明らかにされている（森下ら，2018）。したがって，
自己研修や校内研修，教育実習のような学校現場での実践経験は ICT 活用指導力の向上にも有
効であり，経験に基づく学びは教員の力量形成にとって重要な要素であるといえる。
ICT 活用指導という点では，その指導方法のひとつに「学校の壁を越えた学習」があり，イン
ターネットを用いて他校の子ども達と交流し多様なものの見方を身に付けたり，学校外の専門家
と交流して子ども達の学習内容への関心を高めたりすることが期待されている（文部科学省，
2014）。特に，遠隔教育の推進に向けたタスクフォース（2018）は，「小規模校等における教育活
動を充実させたり，外部人材の活用や幅広い科目の開設などにより学習活動の幅を広げたりする
ことなどにおいて，遠隔システムの活用は重要な意義を持つ」と指摘し，中山間・へき地小規模
校での遠隔教育の導入に期待をかけている。
個々の児童生徒にきめ細かい指導が行いやすいなどの利点を有する小規模校は，大人数を相手
に説明する機会が少なく，狭い人間関係のなかでしか伝わらない説明の仕方になってしまうこと
が多かったり，移動時間や費用の面で図書館や博物館などの学習施設と連係した学習活動が行い
にくかったりするなどの課題がある（文部科学省，2018a）。この課題を解決するため，長野県喬
木村の実践事例では，総合的な学習の時間において，適正規模校である第一小学校と小規模校で
ある第二小学校の両校が遠隔合同授業を通じてグループごとに村の魅力を発表し合う機会を設け，
数名の小規模学級でも多様な意見に触れ，考えを深める探究的な学習がなされている（文部科学
省，2018b）。このように，ビデオ会議システムを活用した遠隔教育を通じて，「相手校との発表
や話合いの中で，短い時間で簡潔に伝えようとするコミュニケーション力が培われた」「相手校の
児童生徒に自分の考えを説明することで，「どうやったら分かってもらえるか」という意識を持
って考えることができた」などの効果が明らかにされており（文部科学省，2018a），小規模校の
抱える課題を緩和・解消することが期待される。
しかし，教員養成学部生が，小規模校での遠隔教育を想定し，ビデオ会議システムを活用した
授業を体験・実践する機会はこれまであまり見られなかった。川前（2014）は，「へき地小規模
校が多い地域では，へき地教育実習を導入しながら，へき地の指導方法の技能を広げるとともに，
へき地地域とへき地教育の担い手として育成する教師教育の実践とその検証の研究が求められ
る」と指摘しており，若手教師がへき地小規模校に定着できるためにも，学生時代にへき地地域
およびへき地小規模校の特性の理解や，「へき地校訪問」「へき地校体験実習」などを通じた経験
を求めている（川前，2011）。ビデオ会議を用いた英語の遠隔授業実践が教育実習生の自信につ
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ながった先行事例（小林ら，2017）からも，これからのへき地教育を担う教員養成学部生らがビ
デオ会議システムなどの ICT を活用した遠隔教育を経験し，その実践的指導力を身に付けるこ
とは，小規模校における教育活動の充実化に寄与するものとなるだろう。
（2）児童生徒の総合的な学習の時間における論理的思考力の育成
平成 29 年 3 月に告示された小学校学習指導要領では，情報活用能力を「全ての学習の基盤と
なる資質・能力」と位置づけ，各教科等の特質に応じて，「児童がプログラミングを体験しながら，
コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活
動」を計画的に実施することを明記している（文部科学省，2017a）。これに関わって，同解説・
総合的な学習の時間編（文部科学省，2017b）では，「プログラミングを体験しながら論理的思考
力を身に付けるための学習活動を行う場合には，プログラミングを体験することが，探究的な学
習の過程に適切に位置付くようにすること」を求めている。
山本ら（2016）は，「総合的な学習の時間にプログラミング教育を取り扱うのが妥当」とした
うえで，その教育的意義や効果のひとつとして「新たなものを生み出したり，難しいものに挑戦
しようとする探究力が身につく」ことを示唆している。総合的な学習の時間の目標には，「探究
的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形
成し，探究的な学習のよさを理解するようにする」「実社会や実生活の中から問いを見いだし，自
分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする」こ
とが据えられている（文部科学省，2017a）。また，「プログラミングを体験しながら論理的思考
力を身に付けるための学習活動を行う場合には，プログラミングを体験することだけにとどまら
ず，情報に関する課題について探究的に学習する過程において，自分たちの暮らしとプログラミ
ングとの関係を考え，プログラミングを体験しながらそのよさや課題に気付き，現在や将来の自
分の生活や生き方と繋げて考えることが必要」（文部科学省，2017b）としており，総合的な学習
の時間には，実社会や実生活から生ずる課題や問いを解決するために必要な知識・技能のひとつ
として，情報を収集・分析・発信する活動を通じたプログラミング的思考の醸成が求められる。
なお，「プログラミング的思考」とは，「自分が意図する一連の活動を実現するために，どのよ
うな動きの組合せが必要であり，一つ一つの動きに対応した記号を，どのように組み合わせたら
いいのか，記号の組合せをどのように改善していけば，より意図した活動に近づくのか，といっ
たことを論理的に考えていく力」（文部科学省，2016）である。
（3）研究目的
このように，総合的な学習の時間での実社会や実生活に基づく探究的な学習では，多様な考え
や意見に耳を傾けながら自分の考えの幅を広げ，そして自分たちでは思いつかなかった良い考え
や新たな取り組みなどを知ることを通じて，課題解決に必要な論理的思考力を養うことが求めら
れる。しかし，中山間・へき地小規模校では，異なった視点からの発想が生まれにくく，自分の
意見や考えが周りにどのように受けとめられるかを知る機会が少ないため，人間関係が固定化さ
れてしまい，集団のなかで委縮しがちになってしまうことが課題である。そこで，ビデオ会議シ
ステムなどの ICT を活用した遠隔教育が有用であると考えられるが，教員養成学部生の遠隔教
育に資する実践的指導力を身につけるためにどのような経験のあり方があるか，その可能性を探
るための実践事例をあまり見ることができなかった。
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本研究では，中山間・へき地小規模校を対象とし，ICT を活用した総合的な学習の時間でのプ
ログラミング教育の遠隔支援を通じて，教員養成学部生の遠隔教育に資する力量形成を試みるこ
とを目的とする。
2．研究方法
本研究では，教員養成学部生らが，中山間・へき地小規模校の児童らを対象とした総合的な学
習の時間でのプログラミングの学習活動にビデオ会議システムを活用して参画する。ビデオ会議
システムを活用した授業スタイルには，「合同授業型」「教師支援型」「教科・科目充実型」の 3 類
型があげられる（遠隔教育の推進に向けたタスクフォース，2018）。本研究では，教員養成段階
にあり自らが授業を主導することができない大学生であることを想定し，遠隔にある教育資源を
効果的に取り入れるスタイルの「教師支援型」遠隔教育を試みる。そして，これを経験した大学
生らの意見などから，教員養成学部生が教師支援型遠隔教育への参画を通じてどのようなことを
学んだり，考えたりするのかを分析・考察する。
具体的に，中山間小規模校には I 市立 K 小学校の全校児童 10 名を対象とする。ただし，うち
1 名は活動当日に欠席したために対象から除外し，3 名グループを 3 つ構成することとした。なお，
同校は低中高学年の 2 学年ごとに複式学級を形成し，I 市教育委員会から小規模特認校の指定を
受けた小学校である。
教員養成学部生には S 大学教育学部 2～4 年生の計 6 名を対象とする。K 小学校 1 グループご
とに S 大学遠隔支援者 1 名を付けるため，学生ら 6 名のうち 3 名が K 小学校から約 200km 離れ
た S 大学のキャンパスからビデオ会議システムを活用して遠隔支援を行う。残り 3 名は K 小学
校現地に赴き，ビデオ会議システムなどの不具合によって遠隔支援が困難となった場合などのテ
クニカルサポータを担う。
3．遠隔プログラミング教育の使用機器・教材
（1）ビデオ会議システム
ビデオ会議システムには，クラウド型システムの Zoom を利用した。Zoom は Windows や iOS，
Android などの幅広い OS（Operating System）に対応するとともに，HD（High Definition）画質
および H.323 の送受信，テレビ会議の録画が可能である。事前の個人 ID 情報の交換は不要であり，
URL または会議室番号を共有することで利用ができる。Skype のような P2P 方式ではなく，SSL
（Secure Sockets Layer）暗号化されているため，一定のセキュリティが確保できる。無償利用で
はグループミーティングの開催可能時間に 40 分という時間的制約が生ずるが，本研究では遠隔
支援者 1 名に対して児童 1 グループのビデオ会議を想定したため，グループミーティングの開催
可能時間の制約を受けないと判断し Zoom を採用した。
ビデオ会議システムには，教室全体を映すもの（遠隔講演）とグループ活動を支援するもの（遠
隔支援）の 2 種類を用意した（図 1）。遠隔講演用のビデオ会議システムは，S 大学の遠隔支援教
室と K 小学校のメイン教室を 1 対 1 で接続し，授業の進行や作品の発表など，全体で話を聞い
たり発表したりする場合に主に使用するものとした。遠隔支援用のビデオ会議システムは，S 大
学の学生 1 名と K 小学校の各グループを 1 対 1 で接続し，K 小学校児童の質問や作品づくりに
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関するアドバイスなど，個別での活用を想定した。カメラは HD 画質のビデオ会議用コンピュー
タ内蔵カメラを使用し，マイク・スピーカーは YAMAHA 社製 YVC-1000 を利用した。
K 小学校の各グループの机上にはタブレット端末（Windows）を 2 台ずつ用意した。1 台は遠
隔支援用のビデオ会議，もう 1 台はプログラミングづくりに必要となるプログラミング教育用教
材を操作するために配置した。各グループのビデオ会議のためのカメラおよびマイク・スピーカ
ーは，それぞれタブレット端末内蔵のものを利用し，機器間の接続や操作手順などが複雑になら
ないようにセッティングした。なお，グループ活動時には音声の聞き取りづらさを軽減するため，
K 小学校児童らはメイン教室：2 グループ，サブ教室：1 グループに分かれてそれぞれ活動を行
った。
（2）プログラミング教育用教材
プログラミング教育用教材は，micro:bitを利用した。micro:bitは，1980年代に英国放送協会（BBC：
British Broadcasting Corporation）が情報教育のために開発したシングルボードコンピュータであ
る。25 個の LED ライトや 2 個のボタン，光や温度，動きセンサー，Bluetooth などの無線通信機
能などが備わっている（図 2）。任意の Web ブラウザから Microsoft 社が提供する MakeCode エデ
ィタなどを使ってプログラムをすることができる（図 3）。タブレット端末上でプログラムされ
図 1　遠隔支援環境の概要
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たデータは，USB または Bluetooth を用いて micro:bit 本体に転送し，micro:bit 単体でプログラム
されたとおりに操作することができる。
また，児童らが micro:bit を用いた作品づくりを円滑に行うことができるようにするため，
MakeCode エディタ上でどのようなブロックを組み合わせると micro:bit がどのように動作するか
が直感的にわかるよう，簡便なイラスト教材（図 4）を作成し各グループに配布した。
図 2　micro:bit の機能（Micro:bit Educational Foundation, 2018）
図 3　Microsoft 社製 MakeCode エディタの起動画面
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4．遠隔プログラミング教育の実践
授業は 90 分間（45 分授業× 2 コマ）で行われた（表 1）。まず，K 小学校にいる講師が授業の
ねらいを説明した後，micro:bit を児童 1 名に 1 台ずつ配布した。児童らがグループごとに「micro:bit
でどのようなことができそうか」を発見・探究する時間を設け，その後クラス全体で発見した機
能を発表し合った（計 20 分）。
表 1　遠隔プログラミング教育の展開（概要）
学習活動（児童） 活動形態 支援内容（大学生） 時間（分）
1 身の回りにあるプログラムで動いて
いるものを想像する
全体 授業のねらいを共有する
micro:bit を 1 人 1 台ずつ配布する
20
2 micro:bit の機能を発見・探究する グループ 遠隔支援者がファシリテータとな
りグループの話し合いを進行し，
児童の発見・探究活動を支援する
3 発見した micro:bit の機能を発表する 全体 イラスト教材を配布し，micro:bit
の機能を整理する
4 テーマに基づき作品をつくる グループ 遠隔支援者が作品づくりに関わる
助言などを行い，現地のテクニカ
ルサポータが物理的に支援する
50
5 グループごとに作品を発表する 全体 端末や micro:bit を持ち上げたり，
スピーカが外れないよう支援する
20
6 校長，教頭からコメントをもらう 全体 授業を振り返って感想など述べる
合計　 90
図 4　micro:bit の機能などを説明するイラスト教材
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続いて，講師が「micro:bit を使って校長先生，教頭先生を喜ばせるものをつくろう」というテ
ーマを提示し，グループごとに作品づくりを行った（計 50 分）。最後の 20 分間は，児童らが，
各グループでつくった作品をクラス全体に対して順番に発表し，K 小学校校長，教頭，S 大学生
らからコメントをもらった。
グループ活動の際には，遠隔支援者 1 名と現地のテクニカルサポータ 1 名の計 2 名の S 大学生
を各グループに配置した。それぞれの役割については，遠隔支援者がグループ活動のファシリテ
ータ役を担い，K 小学校現地で物理的な操作などを要する場合には現地のテクニカルサポータが
児童らの支援を果たした。
（1）micro:bit の機能を発見・探究する学習活動
micro:bit の機能を発見・探究する学習活
動では，LED を光らせたり，スピーカー
を接続端子につないで音を鳴らしたりす
るなどの発見がみられた。その活動のなか
では，MakeCode エディタ上で作成したプ
ログラムを micro:bit 本体に転送する方法
などを遠隔支援者に尋ねる様子があった
（図 5）。発見した micro:bit の機能をクラス
全体に発表する場面では，遠隔支援者から
micro:bit 本体に転送する方法を聞いた当該
グループの児童が，他のグループの児童ら
にその方法を紹介し，他のグループの児童
らもすぐにその方法を試してプログラムを
転送することができるようになった。
別のグループでは，イラスト教材が配布された後に，無線通信機能に興味を持った児童がいた。
現地のテクニカルサポータの大学生が「（遠隔支援者の）先生に聞いてみたら？」と声を掛けた
ところ，児童は遠隔支援者に対して「無線って何ですか？」と質問した。その後は，児童が遠隔
支援者に対して主体的に質問を投げかけ，無線通信機能の使用方法について積極的に学ぼうとす
る様子が窺えた。
（2）テーマに基づいた作品づくりに取り組む活動
続いて，グループごとにテーマにそった作品づくりを開始した。ビデオ会議の向こう側にいる
遠隔支援者がファシリテータを務めながら，何をつくるかを児童たち同士で相談し進めていった。
プログラミングが始まると，児童らは「○○をするにはどうしたらいいですか？」など，ビデ
オ会議用のタブレット端末を手に持ち，遠隔支援者に MakeCode エディタ上のプログラムを見え
るようにしながら質問したり，助言を得たりしていた（図 6）。この際，口頭で伝えることが難
しい場面では，現地のテクニカルサポータが遠隔支援者の指示に従って，技術的な支援を行った。
ただし，予期しない問題が生じた場合を除き，原則としてテクニカルサポータが MakeCode エデ
ィタや micro:bit などを操作しないこととし，児童らが自ら操作するよう見守った。
テクニカルサポータの支援のあり方には，別の側面もみられた。あるテクニカルサポータの大
図５　遠隔支援者とやり取りをする様子
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学生は，遠隔支援者と関わりを持てずにい
た児童に対して，「いま，どんなことをして
いるのか（遠隔支援者の）先生に教えてあ
げて」と声を掛けた。すると，その児童は「い
ま，（LED の表示パターンのひとつである）
キリンを光らせています」と説明した。そ
の様子を見ていた別の児童は，「A ボタンを
押すと光るように設定しました」と遠隔支
援者に向かって自ら補足説明を行った。こ
の一連のやり取りを通じて，当該グループ
の児童らは遠隔支援者に主体的に質問した
り助言を得たりすることができるようにな
り，自分たちのアイデアを一気に具現化し
ていった。
発表の場面では，各グループが micro:bit を持って実演しながらどのようなプログラムを入力し
たのかを紹介し合った。児童らは発表グループの机のまわりに集まり，友達が作った作品の説明
に耳を傾けた。また，遠隔支援者らは，それぞれのグループにあるビデオ会議用タブレット端末
を通じて，それぞれのグループの発表を聞いた。あるグループでは，ボタンを押すと LED に校
長先生・教頭先生へのメッセージを表示し音楽を流したり，無線通信機能を使ってメッセージを
伝えたりするものがみられた。
5．教師支援型遠隔教育を経験した教育学部生の学び
遠隔プログラミング教育の授業終了後，遠隔支援者の 3 名を中心に，使用機器や教材，ビデオ
会議システムを活用した支援のあり方について，よかった点や改善を要すると感じた点などを自
由に回答してもらった。回答内容を分析した結果，以下のような発見や力量形成が大学生らにあ
ったものと考えられた。
（1）遠隔での教師支援による探究的な学習活動の可能性
ビデオ会議システムを活用し，遠方の児童らともコミュニケーションが図れることの良さを感
じた意見がみられた。ある大学生は，「離れた場所にいる学生と子どもが同じ端末を手元に置い
てプログラミングに向き合うことができるというこの遠隔はとても良いものだと思う。現場の教
師が不得意な案件を，離れたところから知識のある人間が教える，ということができる構図は今
後必要になってくると感じた」と述べており，本研究の授業実践を通じて教師支援型遠隔教育の
可能性を感じることができたといえる。
また，遠隔支援者の助言などを受けた児童らに「わからなくても自分たちでやってみよう，と
いう意識が強く，積極的に挑戦している姿」を見ることができた。別の大学生は，「私が「どう
すれば先生が喜んでくれるかな？」と問いかけると「笑顔」や「音楽」という言葉が浮かび，そ
れらをキーワードに作品作りに取り組んだ。…子どもたちはグループの仲間と話し合いながらブ
ロックを探したり組み合わせたりしていた。それぞれの頭の中にあるイメージを目に見える形に
図６　遠隔支援者にプログラムを見せる様子
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することは難しいと思うが，仲間と協力していたので良かった」と述べており，その場にいなく
とも，ビデオ会議を用いた遠隔支援を通じて，児童らが積極的に，探究的な学習活動に取り組む
ことができる可能性を感じることができたと考えられる。
（2）ICT の特性を理解し，ICT を有効活用した遠隔教育を実現するための知識や技能の獲得
一方，ビデオ会議システムでは，カメラを通じて見える範囲でしか状況を把握することができ
ない。児童らが自分の困っていることを正確に伝えようと一生懸命工夫しようとしても，特に低
学年の児童は語彙力が不十分であるために，物事を適切に伝えることは難しい。これは遠隔支援
者側にも同様のことがいえる。「子どもたちの手元がリアルタイムで見ることができなかったの
で，「いま，何をしていて何に困っているのか？」が言葉だけでは伝わりづらいところがあった」
という意見があり，児童らがつまずいている場面でも遠隔支援者自身が学校現場に物理的に存在
していないため，児童らに声を掛けてよいかどうか判断に迷ったり，実物を操作して例示したり
することができないことからの戸惑いや困難さがあることがわかった。
そこで，児童が発した言葉やカメラを通じて伝えられる身振り手振り，あるいは MakeCode エ
ディタ上の画面や micro:bit の様子などをもとに状況を判断し，児童らが何に困っているのかを推
測し，適切な助言や支援を与えられる必要がある。そのためには，ICT 機器の特性を理解したう
えで，それらを有効に活用し指導できる力量が求められる。例えば，音声や映像に係る観点では，
「映像や音声に乱れが生じたりラグが発生したりすることで，子どもたちの発言が聞きとれなく
なってしまうことがあったため，そこは難しい点だと感じた」「子どもたちが座っている位置（カ
メラから離れた所）からの声は聞き取ることができなかった。先生も子どもも，大きな声でゆっ
くりと話すことをいつも以上に意識する必要がある」といった意見があり，マイクの特性に留意
し，話す速度をゆっくりにしたり，マイクの指向性を調整したりなどの工夫が必要であることを
大学生らは学んでいた。また，児童の学習プロセスを把握するという観点では，「グループ活動
の際に画面共有の機能ではなく，画面をカメラに直接映すという方法で共有したので，やりづら
さがあった」「指示通りに動かず，自分たちで解決してみるよう促し，解決したのだが，どこが間
違っていたのかということを明らかにすることができなかった。どこをどのように改善したのか
ということを自覚することでよりよいプログラミング学習になると思った」といった意見があり，
カメラだけではなく画面上で操作を共有することができることの有用性や必要性を考えることが
できた。
遠隔教育では，実物に直接触れたり，操作したりすることができないため，教師の意図したと
おりに学習者が正しく理解し実行できるようにするため，教師側に説明を工夫する必要性が生ず
る。これは遠隔教育に限ったものではない。学習者がここまでの説明を理解することができたか
どうか，説明を受けて実際に実行することができたかどうかを丁寧にひとつずつ確認し，確実に
ステップを 1 つずつ進めていくことが，子ども達の学びを支えるための基礎的な指導力につなが
るものと考えられる。遠隔教育を通じて，そのような力量形成の必要性を体験・体感できたこと
は，教員養成学部生にとって，教育実習だけでは経験することができなかった学びであり，OJT
形式による成果のひとつであるといえるだろう。
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6．まとめ
本研究の目的は，中山間・へき地小規模校を対象とし，ICT を活用した総合的な学習の時間で
のプログラミング教育の遠隔支援を通じて，教員養成学部生の遠隔教育に資する力量形成を試み
ることであった。
小規模校から離れた大学キャンパスを拠点とし遠隔支援者として参画した教員養成学部生らは，
ビデオ会議システムとプログラミング教育用教材を活用した教師支援型遠隔教育の経験を通じて，
（1）児童らが，ビデオ会議システムなどの ICT を用いて遠方にいる専門家などの遠隔支援を受
けることで，総合的な学習の時間に求められる探究的な学習活動に取り組むことができることを
実感し，（2）ICT の特性を理解したうえで，ICT を有効活用した遠隔教育を実現するための知識
や技能を獲得できることを明らかにした。遠隔教育に関わる ICT 活用の知識や技能とは，文部
科学省（2007）が示す「教員の ICT 活用指導力の基準（チェックリスト）」と必ずしも一致する
ものではない。しかし，川前（2011，2014）が示唆したような，これからのへき地教育を担う学
生らが学生時代にこれらの指導を経験し実践的指導力を身に付けることは有用であり，臼井
（2016）が整理したとおり，「職場での学び」（OJT）がその指導力向上にとって有効手段のひとつ
であったと考えられる。そして，遠隔教育に資する ICT 活用指導力の育成・向上のための方略
については，さらなる実践・研究を積んでいく必要があるだろう。
今後の課題は，本研究のような OJT 形式での実践を通じた遠隔教育に資する ICT 活用指導力
をどのように教員養成課程のなかに位置づけていくかを検討することにある。本研究では，遠隔
支援者数を 3 名と限定したうえで，さらに不測の事態に対応するために現地のテクニカルサポー
タとして 3 名の大学生を配置した。しかし，このような実践ごとに多くの人員を確保したり，中
山間・へき地小規模校を訪ねたりすることは，学校側にとっても多大な負担を掛けることとなり，
恒常的に行うには現実的ではない。教育実習のように全員が必ず受講しなければならない仕組み
を構築することは，現段階では困難であろう。したがって， VR（仮想現実：Virtual Reality）な
どの先端技術を活用し，ICT 活用指導力の育成を含めた新たな教師教育，教員養成スタイルの可
能性（森下・谷塚，2018）についても期待を寄せていきたい。
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